
 

 

 

 

 

◇◇「小澤征爾さんの思い・聞こえてきた声」６月の校長講話より◇◇◇◇◇ 

今日は、４つの話をします。来月７月２９日に  

小澤コンサートが行われます。1年生は初めてで 

すね。小澤コンサートは今年で３９回目を数えま 

す。小澤コンサートの歩みをまとめた動画を見て 

もらいたいと思います。（スライドの動画） 

小澤征爾さんは、生前にこう語っています。「ぼく 

が子供たちや若い世代、それにクラッシック音楽 

に縁のなかった人たちに音楽の種をまいて育てていく番だと思う。いい音楽家になってくれてもいい。

いい聴き手に育ってくれてもいい。ぼくのバトンを受けとめてほしいんだ」そして、「音楽を味わうこ

と、楽しむこと、歌うこと。クラッシックを普段着で楽しんでほしい。」と。これが小澤さんの思いなん

です。今年から９８会館で、小学５，６年生も鑑賞することになりました。小澤さんの思いを受け止め、

山中生の思いを届けるコンサートにしてもらいたいです。そして、小学生との交流の機会としても、中

学生らしい姿を期待しています。当日は、オーケストラの皆さんの演奏で全校が校歌を歌います。今年

も、響かせましょう。 

話は変わりますが、まずは ACジャパンの「聞こ 

えてきた声」という CMをみてもらいと思います。 

（ACジャパン HPの動画）この CMを見たことはあ 

りますか？この CMが伝えたいことは４点あります。 

１点目は、無意識のうちに性差や男女の役割につ 

いて固定的な思い込みや偏見を持ってしまいがち 

だということです。２点目は、本当はもっと働き 

たいのに。本当はピンクが好きなのに。本当はパ 

イロットになりたいのにという気持ちをもってい 

る人がいるということ。３点目は、男性はこうあ 

るべき、女性はこうあるべき、という社会の偏見 

によって苦しんでいる人、何かを諦めようとして 

いる人がいるとしたらどうしたらよいでしょう。４点目は、その人たちの選択の自由が今よりも増える

社会になればという願いが込められています。皆さんも「ジェンダー平等」とか「ジェンダーフリー」

という言葉を聞いたことがあると思いますが、「性別に基づく固定的な役割分担をなくし、個人の多様

性を尊重する」という意味です。その実現のためには自分の中にある偏見に気づくこと、言い換えれば

「多様な価値観を認め合うこと」が大切だということではないでしょうか。CMの最後の「無意識の偏見
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に気づくことから、はじめませんか」とあるよう 

に、自分の中に偏見はないだろうかという視点を 

持ちたいですね。 

３つ目の話です。６月に入り、前期人権同和教 

育月間が始まりました。「優しさを育む月間」とし 

て全校で取り組んでいきます。「学級・学年の級友 

関係を見返し、一人ひとりが尊重される学級、学 

年をみんなで築いていく」ことが目標です。身近 

なところで「いじめ、差別、陰口、無視、物かく 

し、仲間はずし、SNS上での悪口」などの人権侵 

害に気づくことから始めましょう。さっきの「無 

意識の偏見」にも通じることだと思います。もし、 

自分のことや友達のことで心配なことがあったら、 

担任の先生をはじめ保健室の先生や教頭先生、校長先生に、またスクールカウンセラーの先生などに相

談して下さい。勇気を出して相談すること、SOS を出してほしいと思います。相談窓口は校長室と保健

室、心の教室です。 

最後の話です。６月３日から読書旬間が始まっています。私のおすすめ本は「小澤征爾と子供たちへ

のまなざし」という本です。図書館にあるので、読んでみてください。自分の興味のある本でいいので、

まずは手に取って読みましょう。そして、心を耕しましょう。素敵な本と出会ってほしいと思います。 

◇◇English（イングリッシュ）ルームの活用が始まっています◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 ４月から ALT（外国語指導助手）の先生を２名お迎えし、授業だけでなく 

英語に親しんでもらいたいと、様々な取り組みをしてくださっています。 

取り組みのひとつとして、この度 Englishルームが校内に開設されました。 

昼休みを中心に英語の質問に答えたり、音楽に合わせて歌唱したりと英語に 

触れる良い機会となっています。 

◇◇選手の皆さん「平常心」で頑張ってください◇◇◇◇◇◇◇ 

 ５月３０日に北信陸上・中体連大会壮行会が開かれました。少し前には 

スポーツ・文化活動後援会、部活動参観も行われ、保護者や地域の方々から 

の応援もいただき、まさに大会最盛期となっています。健闘を祈ります。 

保護者の皆様へ（お願い・お知らせ）◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

 前号でお伝えした通り、学校だよりは今回からオクレンジャーで配信していきます（ホームページでの

公開もしています）。用紙での配布はしませんので、ご理解をお願いいたします。 

 
◎「いじめ・人権・セクハラ・体罰」 

相談窓口は校長室・保健室・心の教室です 

校長室、保健室、心の教室を相談窓口として設

置しています。何か困ったことがあったら相談

できる場所です。一人で悩まずに相談してみま

しょう。保護者の方もご利用ください。 

山ノ内町立山ノ内中学校  文責：    (教頭) 

℡ 0269-33-3604  Fax 0269-33-8438 

◎「非違行為防止研修」に取り組んでいきます 

地域に信頼される安心・安全な学校づくりを目

指して、年間を通して取り組んでまいります。 


